






しか聞いていない。十戒のモーセ シナイ山上で神と四〇日四〇夜ともに過ごしたが、神は雲間から語りかけただけであって、顔を見せてはいない。旧約で 「声」や「音」が、神の現在を示しながら、同時にその不可視性を表わす手立て た。
壁画や彫像、写本挿絵など、信仰世界を多様に図示する








































が、その度に視力が強化されて、光の中にある人や事物を識別できるようになる。ついに至高天に到達したダンテの魂は、夥しい天使が回転する火の輪の奥に、永遠な 光源にして愛の根源、三位一体としての神の姿を目にする。ンテの 神を見 ことで、神の本質が万物を回転させる愛にほかならぬことを悟り、神 の合一をとげ
その深淵の中に私は見た、宇宙全体に散り散りになって散逸している紙片が、愛によってただ一冊の書物に綴じられ、収められてい
るのを。
（原基昌訳）
ちば・としゆき
　
総合国際学研究院教授
　
ヨーロッパ中世史
〈
可視
と
不可視
のあいだ
〉
………………………………
　
愛・感情・神
至
福
直
観
│
神
?
見
?
?
?
?
階
梯
千葉
 敏之
文献案内ダンテ・アリギエリ『神曲
 天国篇』原基昌訳、講談社学術文庫、二〇一四年
ボナヴェントゥラ『魂の への道程・註解』長倉久子訳註、創文社、 一九九三年
第Ⅰ部　可視と不可視のあいだ
19 18
